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がん検診等事業所実態調査の結果について（概要） 

 

１ 調査目的 

第４期山口県がん対策推進計画の策定に向け、本県のがん検診（職域健診）

の実態を把握し、より実効性のある受診率向上の対策の立案に活用するため、

山口県内の事業所に対して、事業所でのがん検診実施状況や、従業員のがん検

診受診状況等の実態調査を令和４年度に実施した。 

 

２ 調査方法及び調査内容 

調査機関（（株）東京商工リサーチ）への委託により、次の２つの調査を実

施した。 

（１）【事業所向け調査】職域におけるがん検診等に関する調査 

① 調査対象 

2,000 事業所 (事業所データベースより常用雇用者数 10 人以上の民営事

業所を層化抽出) 

② 調査方法 

郵送法により、調査票を送付して回答を求めた 

③ 調査内容 

・検診実施体制（検診実施部位、対象年齢、費用負担等） 

・部位ごとの受診者数、受診率 

・受診のための工夫（受診のための休暇制度、検診費用の助成等） 

・がん検診を実施しない理由 等 

（２）【従業員向け調査】従業員のがん検診の受診状況等に関する調査 

① 調査対象 

4,000 人（事業所向け調査対象から事業所規模に応じて層化抽出) 

② 調査方法 

郵送法により、事業所へ調査票を送付し、事業所が調査対象を選定 

回収にあたっては、各従業員から直接返送にて回答を求めた 

③ 調査内容 

・ 受診したがん検診の種類 

・がん検診受診のきっかけ、動機 

・がん検診を受診しない理由 等 

※本調査では、国が推奨する５つの部位のがん検診を中心に回答を求めた 

【国が推奨するがん検診】 

 

 

 

 

がん検診の種類 検診方法  検診対象者  検診間隔

胃がん検診 胃部Ｘ線検査、胃内視鏡検査 50歳以上 ２年に１回

大腸がん検診 便潜血検査

肺がん検診 胸部Ｘ線検査、喀痰細胞診

乳がん検診 マンモグラフィ 40歳以上の女性

子宮頸がん検診 子宮頸部の細胞診、視診、内診 20歳以上の女性

40歳以上 年１回

２年に１回

資料４ 
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３ 調査期間 

令和４年８月２２日から９月９日まで 

 

４ 回収結果 

（１）【事業所向け調査】職域におけるがん検診等に関する調査 

発送数 2,000 回収数  860 回収率 43.0% 

（２）【従業員向け調査】従業員のがん検診の受診状況等に関する調査 

発送数 4,000 回収数 1,694 回収率 42.4% 

 

５ 調査結果 

（１）【事業所向け調査】職域におけるがん検診等に関する調査 

① 事業所におけるがん検診の実施率等 

部位別のがん検診実施率をみると、「肺がん検診（胸部Ｘ線検査）」が

79.3％で最も高く、次いで「大腸がん検診（便潜血検査）」が 68.8％、「胃が

ん検診（胃 X 線検査）」が 59.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 新型コロナによるがん検診実施への影響 

「肺がん検診（喀痰細胞診）」を除いて「影響なし」が４割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

胃がん検診（胃X線検査）

胃がん検診（胃内視鏡検査）

大腸がん検診（便潜血検査）

肺がん検診（胸部Ｘ線検査）

肺がん検診（喀痰細胞診）

乳がん検診（マンモグラフィ検査）

子宮頸がん（細胞診）

59.5

44.7

68.8

79.3

3.0

46.5

45.6

4.3

5.5

2.6

1.7

10.7

7.0

7.2

26.3

35.2

21.4

13.4

65.1

35.7

36.6

9.9

14.7

7.2

5.6

21.2

10.8

10.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N = 860) 有 無（R2実施） 無（R2不実施） 無回答

　

　

胃がん検診（胃X線検査） (N=860)

胃がん検診（胃内視鏡検査） (N=860)

大腸がん検診（便潜血検査） (N=860)

肺がん検診（胸部Ｘ線検査） (N=860)

肺がん検診（喀痰細胞診） (N=860)

乳がん検診（マンモグラフィ検査） (N=860)

子宮頸がん（細胞診） (N=860)

1.4

1.7

1.3

1.3

0.8

0.9

1.2

1.3

1.6

0.7

0.6

0.3

0.7

0.6

58.5

45.3

64.0

72.2

12.8

47.4

45.9

38.8

51.3

34.1

25.9

86.0

50.9

52.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施見送り 規模縮小 影響なし 無回答
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③ がん検診の受診率 

事業所における 40 歳以上の常用雇用者のがん検診受診率（子宮頸がん検

診は全年齢）は、「胃がん検診」が 42.1％、「大腸がん検診」が 54.6％、「肺

がん検診」が 75.2％、「乳がん検診」が 15.3％、「子宮頸がん検診」が 11.2％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 検診費用の自己負担 

無回答を除いては、いずれの検診でも、「自己負担なし」が最も高く、次

いで「一部負担（健保や事業所からの助成）」が高くなっている。 

「自己負担なし」は、「肺がん」が 66.3％と最も高く、次いで「大腸がん」

が 58.8％、「胃がん」が 55.6%と続いた。「子宮頸がん」と「乳がん」は３

割台となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ がん検診の実施場所 

「病院・診療所で実施」しているのは、「肺がん」が 36.2％と最も高く、

次いで「胃がん」が 32.9％、「大腸がん」が 30.5％となっている。「検診車

や事業所等で出張検診として実施」では、「肺がん」が２割を超えている。 

胃
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

肺
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

（

女
性
の
み
）

子
宮
頸
が
ん
検
診

（

女
性
の
み
）

42.1

54.6

75.2

15.3 11.2

47.7

61.8

78.5

29.7
38.4

62.8

0

20

40

60

80

100

％

全体

男性

女性

　

　

胃がん検診

大腸がん

肺がん

乳がん

子宮頸がん

55.6

58.8

66.3

33.0

33.1

12.4

9.7

7.6

16.4

16.5

2.3

1.3

1.0

3.4

3.5

29.7

30.2

25.1

47.2

46.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自己負担なし 一部負担（健保や事業所からの助成） その他 無回答

(N = 860)
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⑥ がん検診の時間帯 

 

「胃がん」、「大腸がん」、「肺がん」では、「勤務時間内」が５割を超え、

「乳がん」と「子宮頸がん」では３割台となっている。「勤務の休業日」で

は、「肺がん」が 19.2％と最も高く、次いで「胃がん」が 18.7％、「乳がん」

が 17.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ がん検診の受診者を増やす取組の実施有無 

「実施している」が 35.5％、「実施していない」が 58.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   　 ％

勤務時間内 勤務時間の前後 勤務の休業日 無回答

52.8

2.8

18.7

32.9

53.0

3.1

17.8

32.9

60.3

4.1

19.2

26.5

36.5

2.2

17.9

48.1

36.0

2.4

17.3

49.0

0

10

20

30

40

50

60

70

(N = 860)
胃がん 大腸がん 肺がん

乳がん 子宮頸がん

実施している

35.5%

実施していない

58.8%

無回答

5.7%

(N = 860)

24.2

25.1

28.5

27.3

28.6

3.1

3.3

22.3

17.7

16.9

28.8

28.6

36.2

30.5

32.9

0.2

0.1

2.0

46.3

45.7

22.3

29.3

29.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子宮頸がん

乳がん

肺がん

大腸がん

胃がん

検診機関で実施
検診車や事業所等で出張検診として実施
病院・診療所で実施
自己採取による 郵送で実施
その他
無回答

(N=860)
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⑧ がん検診の受診者を増やすために実施している取組 

実施している取組は、「がん検診受診費用の補助」が 77.0％で最も高く、

次いで「がん検診を受けやすい勤務環境づくり（がん検診受診時間を就労扱

いにするなど)」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ がん検診受診者の増加の取組を実施していない理由 

「特に理由はない」を除いた項目では、「がん検診に関する予算が不足し

ている」が 15.4％と最も高く、次いで「衛生管理者など保健事業を担当す

るスタッフが不在、または不足している」が 11.7％、「従業員が、がん検診

受診の重要性や必要性を理解していない」が 10.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 今後の取組の実施にあたって、行政に期待すること 

「特にない」を除いた項目では、「従業員に対する効果的ながん検診の受

診勧奨・情報提供方法の事例紹介」が 22.7％と最も高く、次いで「チラシ・
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（
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等
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が
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15.4

11.7

2.8
5.9

10.5

3.4

17.6

46.4

3.4 2.0
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10
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(N = 506)
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ポスターによるがん検診の案内」が 16.8％、「がん検診に関する情報やデー

タの提供」が 16.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ がん検診を実施していない理由 

いずれの検診でも、「がん検診が労働安全衛生法に義務付けられていない

ため」が２割超で最も高く、次いで、子宮頸がん、胃がん、乳がんでは、「従

業員ががん検診を希望しないため」が、肺がん、大腸がんでは、「がん検診

に要する費用が高額であるため」が２番目に高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ がん治療と仕事の両立を支援するための制度等 

「傷病休暇・病気休暇制度」が 44.1％で最も高く、次いで「時間単位の

年次有給休暇」が 32.1％、「勤務時間の変更、短時間勤務制度」が 25.3％と

      ％
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答

8.5

22.7

9.5

16.8

3.0
6.1

16.0

1.2

5.9

41.7

2.2

0

10

20

30

40

50

(N = 506)

　

　

胃がん (N=219)

大腸がん (N=206)

肺がん (N=127)

乳がん (N=367)

子宮頸がん (N=377)

3.7

3.4

3.9

4.6

4.8

15.1

16.0

14.2

10.6

10.6

19.6

20.9

22.8

14.4

14.9

4.1

4.4

5.5

3.3

3.2

21.0

19.4

19.7

20.2

21.2

27.4

27.7

22.8

21.5

21.2

13.7

13.6

18.1

16.6

16.2

13.2

12.6

12.6

13.1

13.5

16.9

18.4

15.7

23.2

22.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

がん検診を依頼できる検診機関がない（わからない）ため がん検診を受ける時間がとれない（とりにくい）ため

がん検診に要する費用が高額であるため がん検診に関する事務が煩雑であるため

従業員ががん検診を希望しないため がん検診が労働安全衛生法に義務付けられていないため

従業員（対象者）が少ないため その他

無回答
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なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）【従業員向け調査】従業員のがん検診の受診状況等に関する調査 

① がんの印象 

「こわいと思う」が 54.6％と最も高く、次いで「どちらかといえばこわい

と思う」が 30.3％、「どちらかといえばこわいと思わない」が 4.8％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

② がんをこわいと思う理由 

「がんで死に至る場合があるから」が 83.1％と最も高く、次いで「治療や

療養には、家族や親しい友人などに負担をかける場合があるから」が 61.4％、

「がんそのものや治療により、痛みなどの症状が出る場合があるから」が

61.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　％

社

員

や

管

理

職

、

人

事

・

総

務

な

ど

を

対

象

と

し

た

研

修

の

実

施

時

間

単

位

の

年

次

有

給

休

暇

傷

病

休

暇

・

病

気

休

暇

制

度

休

暇

期

間

延

長

制

度

時

差

出

勤

勤

務

時

間

の

変

更

、

短

時

間

勤

務

制

度

勤

務

日

・

勤

務

日

数

の

変

更

在

宅

勤

務

制

度

（

テ

レ

ワ

ー

ク

）

仮

出

勤

・

仮

出

社

・

試

し

出

勤

業

務

内

容

や

職

種

、

勤

務

地

な

ど

の

変

更

法

定

給

付

に

上

乗

せ

す

る

給

付

や

法

定

給

付

の

期

間

を

延

長

す

る

給

付

期

間

の

あ

る

傷

病

手

当

金

事

業

所

独

自

の

賃

金

等

補

償

制

度

（

補

助

金

・

見

舞

金

等

含

む

）

就

労

相

談

窓

口

の

設

置

そ

の

他

無

回

答

2.7

32.1

44.1

6.9

13.8

25.3

19.3

9.4

3.4

18.4

4.4
7.4

5.3 5.7

24.4

0

10

20

30

40

50
(N = 860)

こわいと思わない

2.7%

どちらかといえばこ

わいと思わない

4.8%

どちらかといえばこ

わいと思う

30.3%

こわいと思う

54.6%

わからない

2.1%

無回答

5.5%

(N = 1694)

％

がんで死に至

る場合がある

から

がんそのもの

や治療によ

り、痛みなど

の症状が出

る場合がある

から

がんが治って

も、後遺症が

残る場合が

あるから

がんの治療

費が高額に

なる場合が

あるから

がんによって

仕事を長期

間休むか、

辞めざるをえ

ない場合が

あるから

治療を受け

るための医療

機関を見つ

けるのが大変

そうだから

治療や療養

には、家族や

友人などに

負担をかける

場合があるか

ら

その他 　無回答

83.1

61.2

26.8

49.1
44.0

14.6

61.4

2.8
0.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

(N = 1439)
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③ がん検診の受診状況 

【全 体】いずれの部位も５割以上の者が受診しており、「肺がん検診」が

75.9％と最も高くなっている。 

【性 別】いずれの部位も、男性が女性より受診した者の割合が高くなってお

り、最も差がみられた「胃がん検診」では、男性（70.6 ％）が女性

（54.3 ％）より 16.3 ポイント高い。 

【年代別】「胃がん検診」、「大腸がん」、「肺がん検診」では年代が高くなるほ

ど、受診した者の割合が高くなっている。「乳がん」、「子宮頸がん」

では 40 代で最も高くなっている。 

 

全年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

胃がん検診 (N=1694)

大腸がん (N=1694)

肺がん (N=1694)

乳がん (N=980)

子宮頸がん (N=980)

60.9

54.2

75.9

50.9

61.4

70.6

59.9

79.0

54.3

50.4

74.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全体 男性 女性

　

　

胃がん検診

大腸がん

肺がん

乳がん

子宮頸がん

69.6

62.3

82.1

65.3

64.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

（％）

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮頚がん

60.9 54.2 75.9 50.9 61.4

男性 70.6 59.9 79.0

女性 54.3 50.4 74.1 50.9 61.4

20代以下 1.7 5.8 38.0 6.7 39.0

30代 40.0 31.2 59.5 17.8 63.8

40代 67.4 60.0 80.6 68.5 71.1

50代 68.7 62.8 81.8 65.4 61.3

60代以上 76.5 66.3 85.9 55.3 53.4

40歳以上 69.6 62.3 82.1 65.3 64.4

全  体

性

別

年

代
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％

健康診断や

検診の対象

年齢だったか

ら

気になる症状

があったから

健康診断や

人間ドックの

項目・内容に

含まれていた

から

職場や市町

村からお知ら

せ・案内が来

たから

家族に受診を

勧められたか

ら

友人に受診を

勧められたか

ら

検診を勧める

情報を見聞き

したから

自宅や職場

の近くで受診

できたから

かかりつけ医

で受診できた

から

医師の指示

や勧めがあっ

たから

勤務時間中

に受けられた

から

56.2

8.9

61.0

8.7
2.4 0.2 1.0

4.2 2.9 2.5

11.4

0.0

51.5

4.4

64.2

7.7
1.1 0.2 1.0 3.4 0.9 2.0

10.6

47.5

1.1

68.6

7.0
0.5 0.0 0.3 3.3 0.9 0.4

11.4

0

10

20

30

40

50

60

70

80
胃がん（N=1032） 大腸がん（N=918） 肺がん（N=1285）

％

早朝・夜間や

休日に受診

できたから

費用が無料

だったから

費用が安かっ

たから

家族ががんに

かかったから

友人ががんに

かかったから

ニュースなどで

有名人ががん

にかかったこと

を知ったから

自分の健康

管理のため

過去に自分

ががんにか

かったことがあ

るから

その他 　無回答

0.0

15.4

3.0 6.2
1.0 0.2

36.3

1.4 1.1 3.8
0.1

17.4

1.5 4.4
0.9 0.1

31.8

1.0 1.6
6.0

0.0

15.2

0.9 2.1 0.4 0.2

23.3

0.5 1.3

6.5

0

10

20

30

40

50

60

70

80

％

健康診断や

検診の対象

年齢だったか

ら

気になる症状

があったから

健康診断や

人間ドックの

項目・内容に

含まれていた

から

職場や市町

村からお知ら

せ・案内が来

たから

家族に受診を

勧められたか

ら

友人に受診を

勧められたか

ら

検診を勧める

情報を見聞き

したから

自宅や職場

の近くで受診

できたから

かかりつけ医

で受診できた

から

医師の指示

や勧めがあっ

たから

勤務時間中

に受けられた

から

53.7

13.4

41.9

17.4

1.6 2.6 3.6 2.8 1.0 1.8
6.4

0.4

49.3

12.5

33.9

16.6

1.3 0.5
3.3 3.7

9.0
6.5

5.1

0

10

20

30

40

50

60
乳がん（N=499） 子宮頸がん（N=602）

 

 

④ がん検診を受けた理由 

「健康診断や人間ドックの項目・内容に含まれていたから」では、「胃がん

検診」と「大腸がん検診」と「肺がん検診」が６割を超えて高くなっている。 

「乳がん検診」と「子宮頸がん検診」では、「自分の健康管理のため」が４

割を超えて高くなっている。 

 <胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<乳がん検診・子宮頸がん検診> 

 

 

 

 

 

 

 

   

％

早朝・夜間や

休日に受診

できたから

費用が無料

だったから

費用が安かっ

たから

家族ががんに

かかったから

友人ががんに

かかったから

ニュースなどで

有名人ががん

にかかったこと

を知ったから

自分の健康

管理のため

過去に自分

ががんにか

かったことがあ

るから

担当の医師

や技師が同

性だったから

その他 無回答

0.4

13.6

6.4
7.4

3.2 2.4

49.1

1.8 1.8 3.8
6.4

0.3

12.5

5.8 4.5 1.0 0.7

41.5

2.3 1.0
5.6 6.6

0

10

20

30

40

50

60
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⑤ がん検診を受けなかった理由 

いずれの検診でも「健康診断や人間ドックの項目・内容に含まれていなかっ

たから」が最も高く、次いで「子宮頸がん検診」を除き「健康診断や検診の対

象年齢ではないから」となっている。「子宮頸がん検診」では「忙しいため、

がん検診を受ける時間がとれなかったから」が２位となっている。 

<胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<乳がん検診・子宮頸がん検診> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

健康診断や

検診の対象

年齢ではない

から

健康診断や

人間ドックの

項目・内容に

含まれていな

かったから

検査に痛みや

苦しさがあると

思うから

費用が高いか

ら

がん検診に手

間や時間を

割きたくない

から

がんの見落と

しなど、検診

に不信感があ

るから

がんが見つか

ることに不安

や恐怖がある

から

がんが見つか

ることで今まで

の生活や環

境が変わりそ

うだから

職場や市町

村からお知ら

せ・案内が来

なかったから

どこでどのよう

に受診すれば

よいか、わから

なかったから

どのような検

査をされるの

か知らないか

ら

がん検診その

ものを知らな

いから

30.4
33.3

23.7

8.1
5.1

1.1

10.0
6.9

4.4
7.3

2.5 2.0 2.6

26.2

39.2

14.8

6.7
4.3

1.2

6.8 6.0 4.3
7.7

3.4 1.6

30.0

34.8

6.0 8.3

4.0 0.8

7.8 7.6
4.5

9.3

3.5 2.5

0

10

20

30

40

50
胃がん（N=642） 大腸がん（N=762） 肺がん（N=397）

％

うっかり受診す

るのを忘れて

しまったから

忙しいため、

がん検診を受

ける時間がと

れなかったから

自宅や職場

のそばに受診

できるところが

ないから

平日夜間や

休日に受診

できる医療機

関が近くにな

いから

心配なときは

いつでも医療

機関を受診

できるから

健康に自信

があるから

面倒だったか

ら

恥ずかしいか

ら

新型コロナの

感染リスクが

高まりそうだか

ら

その他 無回答

2.6

13.4

0.8
3.0

9.3
5.5

12.3

0.3

7.0 6.2 6.7
1.8

11.0

0.3 2.4

8.4

4.6

13.9

6.3 4.5 5.9
8.5

1.5

11.6

0.8
3.0

8.8
5.0

11.3

0.3
4.8 4.3

11.3

0

10

20

30

40

50

％

健康診断や

検診の対象

年齢ではない

から

健康診断や

人間ドックの

項目・内容に

含まれていな

かったから

検査に痛みや

苦しさがあると

思うから

費用が高いか

ら

がん検診に手

間や時間を

割きたくない

から

がんの見落と

しなど、検診

に不信感があ

るから

がんが見つか

ることに不安

や恐怖がある

から

がんが見つか

ることで今まで

の生活や環

境が変わりそ

うだから

職場や市町

村からお知ら

せ・案内が来

なかったから

どこでどのよう

に受診すれば

よいか、わから

なかったから

どのような検

査をされるの

か知らないか

ら

がん検診その

ものを知らな

いから

29.6

38.1

16.5

6.9
3.5 1.0

6.5 5.6 3.8
5.8

1.3 0.6

9.8

30.3

11.2

5.1
3.2

0.3

6.6 4.8
2.1

5.3
1.9 0.3

0

10

20

30

40

50
乳がん（N=480） 子宮頸がん（N=376）

％

うっかり受診す

るのを忘れて

しまったから

忙しいため、

がん検診を受

ける時間がと

れなかったから

自宅や職場

のそばに受診

できるところが

ないから

平日夜間や

休日に受診

できる医療機

関が近くにな

いから

心配なときは

いつでも医療

機関を受診

できるから

健康に自信

があるから

面倒だったか

ら

恥ずかしいか

ら

担当の医師

や技師が同

性でなかっ

た、またはその

可能性がある

から

新型コロナの

感染リスクが

高まりそうだか

ら

その他 無回答

4.6

13.8

1.3 4.0
9.4

2.9

13.1

6.5
3.8

5.0
7.3 7.5

5.3

15.4

1.3
4.8

11.2

4.0

14.6 13.6

4.3
6.4

13.3
8.5

0

10

20

30

40

50
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⑥ がん検診を受けたいと思うきっかけ 

「無料で受診できる」が 53.7％と最も高く、次いで「安い費用で受診でき

る」「休暇を取らずに勤務時間中に受診できる」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 職場はがんの治療や検査をしながら働き続けられる環境か 

「そう思う（計）」は全体で６割超となっている。 

 

 

 

 

 

 

％　　

全  体

が

ん

予

防

や

気

に

な

る

症

状

に

つ

い

て

、

検

診

受

診

時

に

ア

ド

バ

イ

ス

等

が

受

け

ら

れ

る

休

暇

を

取

ら

ず

に

勤

務

時

間

中

に

受

診

で

き

る

自

宅

の

近

く

で

受

診

で

き

る

職

場

も

し

く

は

職

場

の

近

く

で

受

診

で

き

る

自

宅

や

職

場

の

あ

る

市

町

村

以

外

の

自

治

体

で

受

診

で

き

る

早

朝

・

夜

間

や

休

日

に

受

け

ら

れ

る

電

話

・

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

・

は

が

き

等

で

簡

単

に

が

ん

検

診

の

予

約

が

で

き

る

か

か

り

つ

け

医

で

受

診

で

き

る

各

が

ん

検

診

を

一

度

に

受

診

で

き

る

無

料

で

受

診

で

き

る

安

い

費

用

で

受

診

で

き

る

短

い

時

間

で

受

診

で

き

る

同

性

の

医

師

や

技

師

を

希

望

で

き

る

予

約

不

要

で

受

診

で

き

る

検

診

受

診

中

に

託

児

サ

ー

ビ

ス

を

利

用

で

き

る

検

査

に

伴

う

苦

痛

が

な

い

ど

ん

な

条

件

で

も

が

ん

検

診

を

受

診

し

よ

う

と

思

わ

な

い

そ

の

他

無

回

答

1694 22.3 36.2 18.4 23.3 3.4 10.0 13.3 8.9 34.4 53.7 37.4 25.3 11.7 11.9 1.3 28.8 0.8 1.8 6.8

男性（計） 704 23.4 34.5 17.8 27.4 3.0 8.7 7.2 8.9 29.4 51.8 35.2 24.6 0.4 9.2 0.4 22.3 1.0 1.8 6.5

男性・20代 16 12.5 18.8 31.3 25.0 6.3 12.5 12.5 12.5 0.0 56.3 31.3 37.5 0.0 12.5 0.0 18.8 6.3 12.5 6.3

男性・30代 42 21.4 31.0 26.2 21.4 2.4 11.9 7.1 4.8 26.2 69.0 42.9 31.0 0.0 11.9 2.4 21.4 0.0 0.0 11.9

男性・40代 262 22.9 32.8 14.9 22.5 3.1 8.8 8.0 5.3 28.2 53.8 32.4 27.1 0.4 8.8 0.4 26.3 0.4 1.9 5.7

男性・50代 229 26.6 40.2 18.3 28.8 2.6 10.5 7.0 9.6 33.2 51.1 37.6 23.1 0.4 10.9 0.4 24.9 2.2 1.7 6.1

男性・60代 152 21.7 31.6 17.8 36.2 3.3 4.6 5.9 15.1 30.3 44.7 34.9 19.1 0.7 6.6 0.0 12.5 0.0 1.3 6.6

女性（計） 980 21.5 37.6 19.0 20.6 3.7 11.1 17.8 9.0 38.3 55.3 39.3 26.0 19.9 13.9 1.9 33.8 0.6 1.8 6.3

女性・20代 105 16.2 44.8 17.1 22.9 1.9 10.5 24.8 8.6 28.6 61.9 40.0 27.6 19.0 12.4 3.8 24.8 0.0 1.9 7.6

女性・30代 163 19.0 43.6 24.5 22.1 4.3 9.8 24.5 11.0 41.1 60.7 46.6 30.1 25.2 13.5 4.9 33.1 0.6 1.2 5.5

女性・40代 311 16.4 35.4 19.6 19.9 3.9 10.3 15.4 8.7 36.3 59.5 37.3 26.7 19.0 13.5 2.3 35.7 0.6 1.0 6.1

女性・50代 292 27.4 38.0 18.5 20.2 3.4 12.3 16.4 9.2 40.1 50.7 38.4 25.0 20.5 16.4 0.0 38.7 0.3 3.4 6.2

女性・60代 103 29.1 24.3 11.7 18.4 4.9 12.6 11.7 6.8 44.7 40.8 36.9 20.4 13.6 8.7 0.0 24.3 1.9 1.0 6.8

  全  体

性

・

年

代

別

22.3

36.2

18.4

23.3

3.4

10.0
13.3

8.9

34.4

53.7

37.4

25.3

11.7 11.9

1.3

28.8

0.8 1.8

6.8

0

10

20

30

40

50

60

(N = 1694)

そう思う

21.2%

どちらかといえばそう思う

40.4%

どちらかといえば

そう思わない

25.0%

そう思わない

11.9%

無回答

1.5%

(N = 1694)
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⑧ がんの治療や検査をしながら働き続けることを難しくさせている最も大

きな理由 

「がんの治療・検査と仕事の両立が体力的に困難だから」が 25.1％と最も

高く、次いで「代わりに仕事をする人がいない、または、いても頼みにくいか

ら」24.2％、「がんの治療・検査と仕事の両立が精神的に困難だから」が 9.1％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ がん患者が働き続けるようにするために必要だと思う取組 

「病気の治療や通院のために短時間勤務が活用できること」が 79.0％と最

も高く、次いで「１時間単位の休暇や長期の休暇が取れるなど柔軟な休暇制度」

が 61.2％、「在宅勤務を取り入れること」が 36.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

全体

病

気

の

治

療

や

通

院

の

た

め

に

短

時

間

勤

務

が

活

用

で

き

る

こ

と

１

時

間

単

位

の

休

暇

や

長

期

の

休

暇

が

取

れ

る

な

ど

柔

軟

な

休

暇

制

度

在

宅

勤

務

を

取

り

入

れ

る

こ

と

が

ん

患

者

と

産

業

医

と

主

治

医

の

連

携

企

業

向

け

セ

ミ

ナ

ー

な

ど

、

職

場

の

理

解

を

深

め

る

た

め

の

広

報

啓

発

主

治

医

が

就

労

環

境

へ

の

配

慮

を

求

め

る

意

見

書

を

提

出

す

る

こ

と

そ

の

他

無

回

答

1694 79.0 61.2 36.8 14.9 12.5 19.6 2.8 3.5

男性（計） 704 76.6 55.3 34.4 15.8 12.2 19.0 2.8 3.3

男性・20代 16 68.8 43.8 31.3 18.8 6.3 6.3 0.0 6.3

男性・30代 42 76.2 61.9 45.2 14.3 4.8 21.4 2.4 2.4

男性・40代 262 77.5 55.3 37.4 14.5 13.0 16.0 3.8 2.7

男性・50代 229 74.2 53.7 33.2 17.9 13.5 21.4 2.6 3.9

男性・60代 152 80.3 57.2 28.3 15.1 11.8 21.1 2.0 2.6

女性（計） 980 81.5 66.0 39.0 14.4 12.9 20.2 2.8 2.7

女性・20代 105 82.9 69.5 53.3 15.2 8.6 17.1 4.8 1.0

女性・30代 163 83.4 69.3 46.6 17.2 15.3 21.5 2.5 3.7

女性・40代 311 78.5 63.0 40.5 12.9 11.9 19.6 1.9 2.9

女性・50代 292 82.2 69.2 32.9 12.0 14.4 21.9 3.8 1.0

女性・60代 103 86.4 60.2 27.2 21.4 12.6 19.4 1.0 3.9

  全  体

性

・

年

代

別

79.0

61.2

36.8

14.9 12.5

19.6

2.8 3.5
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90

(N = 1694)
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代

わ
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仕
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を

す

る

人

が

い

な

い

、
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い

て
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く

い

か

ら

職

場

が

休

む

こ

と

を

許

し

て

く

れ

る

か

ど

う

か

わ

か

ら

な

い

か

ら

が

ん

の

治

療

・

検

査

と

仕

事

の

両

立

が

体

力

的

に

困

難

だ

か

ら

休

む

と

収

入

が

減

っ

て

し

ま

う

か

ら

が

ん

の

治

療

・

検

査

と

仕

事

の

両

立

が

精

神

的

に

困

難

だ

か

ら

休

む

と

職

場

で

の

評

価

が

下

が

る

か

ら

そ

の

他

無

回

答

625 24.2 3.2 25.1 5.9 9.1 0.5 3.2 28.8

男性（計） 244 22.5 2.5 31.6 4.9 7.4 0.4 2.0 28.7

男性・20代 3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3

男性・30代 16 37.5 6.3 25.0 6.3 6.3 0.0 0.0 18.8

男性・40代 106 21.7 0.9 32.1 6.6 9.4 0.0 1.9 27.4

男性・50代 70 15.7 5.7 28.6 2.9 7.1 1.4 1.4 37.1

男性・60代 47 29.8 0.0 38.3 4.3 4.3 0.0 2.1 21.3

女性（計） 380 25.0 3.7 21.1 6.6 10.3 0.5 3.9 28.9

女性・20代 49 18.4 0.0 24.5 10.2 8.2 2.0 2.0 34.7

女性・30代 72 25.0 1.4 19.4 6.9 9.7 0.0 2.8 34.7

女性・40代 105 24.8 2.9 16.2 11.4 13.3 1.0 4.8 25.7

女性・50代 116 25.0 6.9 24.1 2.6 8.6 0.0 5.2 27.6

女性・60代 37 32.4 5.4 24.3 0.0 10.8 0.0 2.7 24.3

  全  体

性

・

年

代

別

24.2

3.2

25.1

5.9

9.1

0.5
3.2

28.8
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(N = 625)


